
津山市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（令和２年２月１２日正午現在）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

片岡寛雄 67 男 農業

柿元忠 71 男 農業

青木邦男 78 男 農業

岸本昭江 79 女 農業

前原順次 71 男 農業

原田幸治 64 男 農業

北村生吉 70 男 無職

中井明 75 男 農業

山本文夫 71 男 農業

地域の農業および農地利用の最適化推進に
熱意を持っている。

令和元年度よりジャン
ボピーマンの栽培を始
める。

耕作面積　2.5a
作目　ジャンボ
ピーマン
農業従事日数
200日
農業所得額
20万円

６区3 小原広久 男 66 農業 無

６区

農業に精通され、地域農業の発展を常に考え
ておられる方であり、候補者として適任者であ
る。

農業委員3年、推進委員3年の実績があり、土
地改良区の理事として農地・水路に精通して
おり適任と思う。

2 平山俊策 男 71 農業

岡山県に奉職。その
間、森林林業に関する
試験研究、森林林業・
自然保護行政、森林技
術の普及業務、定年退
職後農業に従事。

水稲　150a
野菜　6a
大豆等　30a
柿　18a
年間農業従事
日数　260日
農業所得　150
万円

無

推薦理由

推薦者（推薦をする者）

1 石本惠二 男 69 農業

農業委員３年
農地利用最適化推進
委員３年
土地改良区理事５年・
理事長１５年
町内会長７年
町内評議委員１０年

稲作水田28ｱｰ
ﾙ
畑0.6ｱｰﾙ（野
菜・夏みかん・ｲ
ﾁﾁﾞｸ・柿・梅）
65日間
24万円 ３区

農業経営の
状況

推薦
区域

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等
個人 団体・法人

受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴
農業委員
への推薦
等の有無

無



津山市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（令和２年２月１２日正午現在）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦理由

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

推薦
区域

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等
個人 団体・法人

受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴
農業委員
への推薦
等の有無

森本政孝 69 男 農業

江川良治 74 男 農業

髙山文秀 68 男 農業

實近稔 68 男 農業

前原知明 68 男
会社
役員
農業

竹内徹 72 男 農業

日々、農業に感心を持ち地域保全に取り組ん
でいる。適地作物の知識を持ち実践してい
る。今後も取り組んでほしい。

ヤンマー農機35年
営業サービス　高田・
高倉・一ノ宮（管理職15
年）
現在　評価委員　３期
推進委員　１期

2.8㏊
水稲　1.3㏊
麦　1.0㏊
ショウガ　10a
その他　ギンナ
ン30a　野菜10a
農業従事日数
約250日
所得　約250万

５区5 中井秀男 男 73 農業

6 村井健二

4 高山武仁 男 67 農業

平成26年より専業農家
として現在に至る
平成30年4月より津山
市民生児童委員～現
在に至る

耕作面積：
133.6a
作目：水稲81.7a
畑作51.9a（アス
パラ、その他野
菜）
農業従事日数：
約300日
農業所得：
約1,300,000円

２区

地域農業の抱える諸問題に対して積極的に
取り組んでいただける方であり、人格的にも
申し分のない方で適任者である。

無

若い担い手に今後の地域の農業を任せたい
ため。

男 36 農業

2009年鳥取大学農学
部卒業
2010年白浜営農組合
入社
2013年白浜営農組合
退職
2014年津山市にて就
農研修
2016年津山市にて新
規就農

耕作面積　約
6ha
作目　水稲
農業従事日数
300日
農業所得
約100万円 ８区

農事組合法
人こやま農

産
代表理事
小山等

地域の担い
手として持
続的な営農
を行うため

4

無

無
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【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦理由

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

推薦
区域

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等
個人 団体・法人

受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴
農業委員
への推薦
等の有無

久常安 71 男

建築
業

兼農
業

真木巧 68 男
会社
員

農業

髙山和寿 62 男
会社
員

農業

竹内靖人 65 男 農業

横部功 40 男 農業

竹内卓士 69 男 農業

児玉恒 70 男 農業

岡本正良 74 男 農業

児玉治道 69 男 農業

（現）農地利用最適化推進委員の継続就任。
地区の実情に精通しており適任と思われる。

県信連、県中央会、JA
清算組合
現在（農委最適化推
進、農業共済評価委
員、連合町内会神庭支
部長、JA津山総代、森
林組合総代、中山間会
計、吉見環境保全会事
務局）

1.2ha内80a（水
稲）120日
農産物関連収
入
100万円（所得0
円） ２区7 田淵誠 男 72 農業

8 廣野恒夫 男 71 農業

津山農協総代
農地利用最適化推進
委員　平成29年より

31a
野菜、果物
50万円

４区

現在、農業（野菜・果樹）に励み、地域に精通
しているので適任と思い推薦します。

農地推進委員一期の経験を活かし、今後も農
地の最適化に期待する。

9 児玉　伸正 男 63 農業

中国電力（株）勤続年
数42年
農地利用最適化推進
委員（H29.7～現在に
至る）

耕作面積　52a
作目　稲作
農業従事日数
180日
農業所得額
23万円 ６区

無

無

無
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【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦理由

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

推薦
区域

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等
個人 団体・法人

受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴
農業委員
への推薦
等の有無

大岡章滋 71 男 農業

川﨑修 78 男 農業

竹内基 70 男 農業

奥良雄 83 男 農業

杉井勝行 73 男 農業

小福田悟 72 男 農業

清原三郎 75 男 農業

龍門孟 86 男 農業

岸本祐司 64 男 農業

適任者であるので推薦致します。

10 山本嘉兼 男 67 農業

平成29年より農地利用
最適化推進委員になる

6ha 水稲　360
日
（500万円）

７区

11 河本廣道 男 71 農業

H29.7～現在まで　農
地利用最適化推進委
員
H26.7～H29.7　農業委
員
H22～現在まで　中山
間地域等直接支払制
度取組（会計長）
H28～　多目的取組
（副委員長）
H21～現在まで　寺城
営農組織取組（H30ま
で会計長）
S41～H19　中国四国
農政局統計情報部

耕作面積　107a
水稲71a　梨7a
ぶどう10a　野菜
10a
農業従事日数
180日
農業所得　150
万
寺城営農組織
耕作面積　約
10ha参加

８区

農業に関する識見を有し、農業委員、現在は
農地利用最適化推進員で活動され、豊富な
経験で未来ある農業発展最適任者として推
薦します。

12 本山寛文 男 74 農業

昭和39年3月　岡山県
立勝間田農業高校卒
業
昭和39.4～平成17.3
岡山県土地改良事業
団体連合会
平成20.4～平成22.3
津山市大崎公民館
平成22.4～　農業

田100a　水稲
60日　90万円
畑40a　豆類、
野菜他　60日
10万円

４区

永きに渡り農業関係の仕事に従事していて経
験も豊富で信頼も厚く適任である。

無

無

無
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【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦理由

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

推薦
区域

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等
個人 団体・法人

受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴
農業委員
への推薦
等の有無

神田典治 66 男 農業

中田勇 73 男 農業

木元敬史 65 男 農業

堀内映二 70 男 会社員

早瀬通夫 70 男 会社員

河本英敏 69 男 農業

甲元英治 69 男 農業

小林右政 69 男 農業

池田猛 69 男 農業

信頼できる方で、ものごとにまじめに取組む。

15 藤本淑哉 男 77 農業

久米町JA、久米町教
育委員会、土地家屋調
査事務所等地元の職
場で兼業農家として働
く。今は専業農家として
稲作を中心に先祖から
の田・畑・山林を守るた
め頑張っている。

水稲53.0ｱｰﾙ
水稲　200日以
上
約60万円
畑作6.70ｱｰﾙ
野菜類、柿、
栗、ｷｳｲﾌﾙｰﾂ、
ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ
畑作4.20ｱｰﾙ
ｼﾞｬｶﾞｲﾓ、ｻﾂﾏｲ
ﾓ

８区 無

13 芦田創 男 72 農業

津山工業工業化学卒
NKK（現JFEスチール）
福山工場検査課分析
係工長を最後に退職
し、実家の酪農等を手
伝いながら、市内西日
本環境測定（株）（専
務）及び岡山県環境計
量協会会長などを歴任
した後退職し、農業法
人田柄ファーム副代表
及びJA津山麦部会副
会長を務め農業に従事
する

260aの農地を
水稲、小麦、大
豆（白黒）を生
産し、農業法人
の耕作に従事
年間280日
農業所得350万
円程

７区

地区の農地を守る担い手として努力し、頑
張っている。

認定農業者で有り率先して地域農業に取り組
人格的にも申し分のない人です。

14 神田眞似 男 69 自営業

高校卒業後農業を手
伝い30才より営農を初
める。45才より専業で
農林業を始める。50才
より請負作業を開始す
る。

280a　稲作
年150日　350万
請負作業300a
400俵　25名

２区 無

無


